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本書は，「高層気象の科学」と題されている．対象

領域の「高層」は，対流圏に加えて成層圏に及ぶ．ま

た，対象とする「気象」要素は，気圧，気温，風向風

速，水蒸気などの基本的気象要素にとどまらず，オゾ

ン，窒素酸化物などのオゾン層破壊物質などの大気微

量成分にまで及ぶ（二酸化炭素をはじめとする温室効

果ガスは主たる対象としていない）．評者は，「高層気

象の科学」という題目から想像する以上に，大気微量

成分の記述分量が多いと感じ，「高層大気の科学」と

いう題名の方が内容に相応しいかと思ったが，「気象」

という言葉の意味を広くとらえるという編著者の考え

があってこうしたのであろう．天気予報に関連した気

象現象に加えて，地球環境問題としてのオゾン層破壊

問題を意識して内容が構成されている．

この本の目次は，以下のとおりである．

はじめに

第１章 大気の組成

第２章 大気の鉛直構造

第３章 大気における放射

第４章 高層大気の熱力学（雲の物理過程を含む）

第５章 高層大気の運動

第６章 高層気象の解析・監視と予報

第７章 大気化学－オゾンを中心として－

第８章 高層気象観測およびオゾン観測

第９章 観測網（日本・世界）

付 録 Ⅰ 気象学で使われる単位

Ⅱ 気象学でよく使われる定数

Ⅲ 英文略語表

Ⅳ 高層気象観測の歴史

「はじめに」で，編著者は，第１章から第６章まで

を第１部，第７章を第２部，第８章から第９章を第３

部，と位置付けている．（本書の目次そのものには，

「第１部」，「第２部」，「第３部」の記載はない．）主

に，第１部は高層大気の物理，第２部は成層圏オゾン

と関連する大気化学，第３部は高層大気の観測技術を

扱っている．それぞれの話題を扱った書籍は既に刊行

されているが，この３つの話題をひとつの本として整

合的に記述することを試みたことが本書の特徴であ

る．その試みはほぼ成功している．

廣田，白木，八木３名の編著者に加え，阿部豊雄，

石原正仁，佐々木 徹，竹村行雄，永沼啓治，宮本仁

美の６名の著者が本書の執筆に参加している．この９

名すべてが，気象庁の職員だった方々あるいは現職員

の方々である．

本書の中心は，種々の観測技術を体系的に記述した

第３部だと思う．第３部は，まず，通常の基本的気象

要素の観測を扱い，ラジオゾンデ，GPSゾンデなど

の気球観測；民間航空機や無人小型航空機による観

測；ウィンドプロファイラー，ライダー，マイクロ波

放射計などによる地上リモートセンシング観測；可

視，赤外，マイクロ波などの波長帯の各センサーを搭

載した気象衛星による観測について記述している．そ

れに加え，オゾン層関連大気微量成分の観測を扱い，

ドブソン分光光度計，ブリューワー分光光度計という

地上リモートセンシングによるオゾン鉛直積算量（お

よび鉛直分布）の観測；気球搭載オゾンゾンデ，オゾ

ンライダーやミリ波分光計の地上リモートセンシング

によるオゾン鉛直分布の観測；吸収測定法の中での紫

外域の後方散乱および可視・近赤外域の太陽掩蔽を

使った衛星センサーによるオゾンなどの観測；各種化

学分析に加え，赤外域やマイクロ波域などの射出や吸

収などを測定するセンサーを使った気球，地上リモー

トセンシング，衛星などによるClO，NO，H O，

CH ，N O，CFCs，HNO ，HCl，ClONO などの

観測について記述している．そして，第３部の観測が

なぜ必要なのかを，第１部と第２部で記述した，と

いった趣である．その意味で，本書の副題は，内容か

らいうと，「基礎理論から観測技術まで」というより

は，「観測技術から基礎理論まで」なのであろう．形

式からいうと，きちんと「基礎理論から観測技術ま

で」となっているけれど．

本書は，気象庁の観測所で観測を行っている気象技

術者の方々が，自分が日々行っている観測の技術の原

理，観測の科学的意義などのエッセンスを理解したい

と思った時に極めて有用な本である．また，本書に

よって，自分が扱っているデータに疎い学生が，その

データがどのような観測技術を駆使して得られたもの

かということをつかむことができる．
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編著者が「はじめに」で述べているように，「複数

の著者による分担執筆のため，各項目で難易や精粗が

生じているところも」あるが，さほどこの点は気にな

らない．不正確であったり，誤解を招きやすかったり

する記述がところどころにあるが，これだけの分量の

書物には通常みられる程度である．

読者によっては，通読してもよいし，知りたいこと

を拾い読みしてもよい．適切な目次・索引が後者の読

み方に役に立つ．職場に一冊備えて損のない本であ

る．

（名古屋大学大学院環境学研究科 神沢 博)
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象研「熱帯気 の発足について

熱帯気

究連絡会」

会代表 高藪 縁

2014年３月の気象学会の第37期第14

象研究連絡

おい

て，以下の趣旨に基づく「熱帯気象研究連絡会」の発

足が認められましたのでお知らせします．

趣旨

熱帯域は，地球放射エネ

回理事会に

における最大の

入力域であり，このエネルギーが熱帯気象によってい

かに分配されるかは，地球大気の循環に大きな影響を

及ぼす．また同時に，赤道域は，激しい対流活動を通

じて，対流圏を超え遥か上空までの大気の上下結合に

とって重要な役割を果たす．中緯度気候に

ルギー収支

気象の役割についても重要性が認識されるようになっ

た．しかしながら熱帯気象においては，湿潤対流が主

役となるため，中緯度の大気力学のような線形理論を

主軸とする理論体系が整っていない．一方，大循環モ

デルのような全球数値モデルの手段においても，湿潤

過程の表現法が確立していないため，熱帯域の気象を

現実的に再現すること自体が大きな課題となってい

る．

熱帯気象学には，たとえば，メソスケール対流シス

テム，台風，積雲対流と結合した赤道波擾乱，Mad-

den-Julian振動，そしてそれらのマルチスケール相

互作用など

対する熱帯

みと役割について大変興味深い

問題が未解明のまま残っている．一方で，衛星観測の

多様化とデータの長期蓄積，赤道域観測網の充実，全

球雲解像モデルの成功，また，大循環モデルにおける

新しいパラメタリゼーションなど，熱帯気象学の道具

立ては近年大変充実してきた．

本研究連絡会は，湿潤対流を主とした熱帯気象の理

解を深めるため，最新の研究成果を発表議論すること

を目的とする．また，この連絡会をひとつの足がかり

として若い研究者の芽が育つことを期待する．

代表連絡先：高薮 縁（東京大学）

事務局：佐藤正樹（東京大学）

本研究連絡会は熱帯気象研究会，熱帯降水系研究会

を主催しています．今後も，熱帯気象研究のさらなる

発展に貢献していきます．

熱帯気象研究会幹事：佐藤正樹（東京大学），重 尚

一（京都大学），高薮 縁（東京大学），寺尾 徹

（香川大学），西 憲敬（福岡大学），堀之内 武

（北海道大学），増永浩彦（名古屋大学），松本 淳

（首都大学東京），村田文絵（高知大学），安永数明

（富山大学），山田広幸（琉球大学）

熱帯降水系研究会世話人：大内和良（JAMSTEC），

吉崎正憲（立正大），Swadhin Behera（JAM-

STEC），高橋桂子（JAMSTEC）

，その仕組


